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繕匝ìï.~養による橿，fj:/)催提と定義冬、湾にJ吉Jナ会委省主査ばの慎一7公した"

量 調:金内容と方法

1. 調貸場明 東繕経様蟹1苛:dJ塩越

宥記長市奥i司

2. i婦食WJr這 d召相 3子土手 6月._.40eF'I}ヲ

3. 付科と Jj後

ぷ年まF告:/ii::.こよリ 5;g]行い， その内訳は手築誇 1j炎受b弓こ示しセ
弘子「付ナ))有呆』質主，袋、資ピニーノレパイプ(φI 3辺巴)裂いやキ( 2 0 清汁 o::m ) iこ，J;iA旨)J日Lクレ
モナ糸 15号を巻Hえこもふをt丹い， 連絡枠は小絡を 1m，苛1よ勾こ i .~r 連絡し p と D~(凍変 1 m;こし

i書案説明中法王盆 F~I~η調整会行なね :c わったコ

dj pぞま?月 24，日， 1 1月d臼， 1 1斗2i引のき旬明系令長liXして 5c浪乃苛ろ幼茅を侍家 40 

慢で!予空港し， 次.05縫級iこi三分して示した。
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便宜の分散は 11月6t3と 27日に行い， 1 2月2.3 d， 2月 19日， 3月238， 4fl26日の

4回に最大葉体長禅 5j国体を測定した。叉 4月26 t3はワカメを ¥U取り生重量を計測した。

405 



置 調室E結呆と考察

1. 海面L脅養ュ産省について

9 R 2 4はa)q峰1tで，主，主要l五地先に垂下した連絡伴 1ま哨1絡が切れて流出していて結果ば係らルな

かった。込内地7t'1こ挺下したものâ' 9R24BiV~食したととる，第 1 枠が発;茅崎級 2 で最も悉く，

第 5枠以採は良好な発=*がみられた。 11 R 2 7ほの尚一食でv;t，議 1枠o発芽峰級βqで. ~2枠
以必vまいずれも 5乞示し，発茅は極めて艮好でるった。これまでのJ遼突湾における調査越呆を育会;合

してみると， i7U"ド変りなくよい発手会示しているのは，水面下 2rnから 5mまで'>.'Jうつ之。

(調査報甜 7.5m ) 

幼五F紛の手権1本長は翠 Fo袋変により進公認めがたく，差i;t，工いと今て差支えないちのと考えうれ，ゐ
2. 空襲Y直線度と業体長

紫体長制定，結果及己戸生長率f主薬 2~受 J_)).盛りで， 1量二泊:実変 0.3mから 3.3mQ)r渇にあっては， さ長体

長に極端な差 ;;t I;tÌt~が，浅い層ほど葉 1本長が大きい傾向がみら札だ。又最大渠体長は 4 月 eこ今ら杓

3 7年変央内での尚;金でま 5月上旬であったとこらがら，平によって変紛がみられる。

3. 生長率

調査期i句中議大J)生長率 Jま1.8 1 cm/ clayで，委低tiO. 2 1 i:m/ (iayでろったっ又，委泊長長度tζ

i鶏係なく 2月下匂から 3J守中旬に引けとよい室長4a'示した。
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4. 

5. 
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委7直線変とよば盆

重量箱傑度;j[j，こ視渇 1m当りの fえ.ti-示l.1，との;)，克 5表で，平均ば詮ごザヨと， 0.3 mウ;3. 7 i .. g r 

最も多く， 3.3 m C，まt2 l\ll で 0 ちrD'苧，う 4 日必に品工沿っ士。主乏交，'t:'~全で d:: ， 収用 rnと 3.3皿

でほ大き，主差がふられi.r:かったに，'，¥ '). ，t うず，去において:毛がでじたこ tをは勾咲い呪や省矯伏

奈のワカメは主きが長くて業 7)ItJ..n . メド"友:f':つぎJ::，，士重 ζが.1 ，~いととが)庶民j であ

ろう勺以上のd呆かち委タi童返'~手主、、 ふ2:':ま¥句、 7ことがと主ふ

E糸のJ士故)j去ぃづいて

きトIナと差込今(1)2つ:)_))j去モ(.)':、 sと， グレーデ九 γ 斗コ糸とも~手付(十.1)~足長が 10%径

十午よ¥ーった。どれ，i:t発芽吹と i之ろーととも Jちるが， こ??，まで;)胡査で:1..t_iji:IIを?毎:訂マ寺妥した

F;， 了-!!Z9:が多ず与やるといウ μ 江主なし fJって 1;:セ売 Tは. 云l:{Li寺:あっ:主ぎを弔(，'，て養稽Fる
場合，巻吋iナ t去による))が必遣を二含ナ ~""Ij ントヒ考乏ら孔る。

イ重苦:.1)，忌i雪

クレモナ糸と:ンエロ糸どl七時々 すると， 午 λr:;~!i;~.奇心 l 弓ピで h っても， シヲロ兵によるみが町三三がと

沼る例が多く，ぺ"百:守義~-1fr ， i3"の ~F' ，~:.( ':F，寸{としてまクンモ}if-、より lJ/1J

主主 Z 
d 表 収量:ー均気情乗

といえとお

I要約

」力5f:明王}三実体長はご専業条変 Pこ上り三土=ヨちがと"

2掴

3. 

委埼玉長l変O.3 ~ 3. 3 rrl '2)司4乙免って土台与L本長三穴式工売'Cf.芝、A ウ>，く司了』士宅仏大苛(;'¥...，

生長%O最もょっミっと't9'号ま 2弓!ご匂 7ぺ;;?三'.ニ .Cてゲ弓つ之、

4， 千う省深司主 D‘ 3mØ収ま iこ土じべて 3，う'11 1鮮の:<.毒 ~t .~ ~! ~lì 主〕ミコ之、 'J行・， ):~金大，収金ば ι15

;惨さ乎勾央三t.i)， 1 '..rjでちったョ
5. 怨言耳等主主:)){事者をイ吏唱する守合券!寸けが有吋で λるd

6. 手話寺普十重有心身己1島本着 L主基費七してはシュロ糸ゥ"長台竺考 Jう九 5。

7. 蟹ほ表先(ろき~;椅J童 i~ふ主オて屈がら 2 ごまでとそんられるη

i乍-，:a，;l:jj'jf日3日変 ヲカメ£格式寺宅、時告〈崎町fi?王日:;~~l.. ~_式後)

~{宋 L長サく是認喚場 参沼 / 
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